
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
年
号
で
紹
介
し
た
サ
ン
ゴ
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
が
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
で
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

    
地
球
温
暖
化
が
今
の
ペ
ー
ス
で
進
む
と
、
日
本

周
辺
を
含
め
、
現
在
、
サ
ン
ゴ
礁
が
存
在
す
る
海

の
９
８
％
が
２
０
５
０
年
ご
ろ
に
は
サ
ン
ゴ
が
生

育
で
き
な
い
海
に
な
り
、
今
世
紀
末
に
は
ほ
と
ん

ど
の
サ
ン
ゴ
礁
が
消
失
す
る
可
能
性
が
高
い
と
の

予
測
結
果
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
大
や
米
、
英
な
ど
の
国
際
研
究
チ
ー
ム
が
ま

と
め
た
。  

   

温
暖
化
に
よ
る
水
温
上
昇
の
影
響
に
、
大
気
中

の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
が
溶
け
込
ん
で
起
こ

る
海
水
の
「
酸
性
化
」
が
加
わ
る
た
め
で
、
温
暖

化
が
サ
ン
ゴ
礁
に
与
え
る
影
響
は
、
国
連
の
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の

評
価
よ
り
も
大
き
い
と
い
う
。
研
究
チ
ー
ム
は
「
大

幅
な
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削
減
と
同
時
に
、
世
界
の
サ

ン
ゴ
保
護
対
策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
。  

  

同
チ
ー
ム
に
よ
る
と
、
海
水
温
が
異
常
に
高
い

状
態
が
続
く
と
、
サ
ン
ゴ
に
共
生
す
る
藻
類
が
脱

落
す
る
「
白
化
」
が
発
生
。
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
濃

度
が
高
ま
る
と
、
海
水
に
溶
け
込
む
Ｃ
Ｏ
２
の
量

が
増
え
て
海
水
の
ア
ル
カ
リ
度
が
低
下
す
る
「
酸

性
化
」
が
進
み
、
サ
ン
ゴ
が
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の

骨
格
を
作
っ
て
成
長
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。 

  

チ
ー
ム
は
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
変
化
が
、
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が
、
実
際
の
影
響
に
つ
い
て
は
「
サ
ン
ゴ
な
ど
殻

を
つ
く
る
生
物
に
悪
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。  

  

研
究
チ
ー
ム
は
今
回
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
詳
細

に
検
討
し
、
サ
ン
ゴ
礁
へ
の
温
暖
化
の
影
響
が
こ

れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
大
き
い
こ
と
を

明
確
に
し
た
。
温
暖
化
以
外
に
、
乱
獲
や
海
洋
汚

染
な
ど
の
人
間
活
動
に
よ
っ
て
既
に
サ
ン
ゴ
礁
が

大
き
な
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
。

「
国
際
サ
ン
ゴ
礁
年
」
に
向
け
、
早
急
な
対
策
強

化
を
各
国
に
求
め
て
い
る
。 

【
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
２
０
０
８
年
１
月
７
日
】 

海
水
温
度
や
海
水
中
の
炭
酸
イ
オ
ン
濃
度
に
与
え

る
影
響
を
予
測
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
モ
デ
ル
を

開
発
。  

  
 

 

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
て
計
算
し
た

結
果
、
現
在
３
８
０
ｐ
ｐ
ｍ
（
１
ｐ
ｐ
ｍ
は
１
０

０
万
分
の
１
）
で
あ
る
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
が
、

今
世
紀
半
ば
に
４
５
０
〜
５
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
に
達
す

る
と
、
サ
ン
ゴ
の
生
息
状
況
が
悪
化
し
て
、
サ
ン

ゴ
礁
に
す
む
生
物
種
の
数
も
減
少
す
る
と
予
測
さ

れ
た
。  

  

５
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
る
と
、
世
界
の
ほ
と
ん

ど
の
海
域
で
サ
ン
ゴ
が
骨
格
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
ほ
ど
の
酸
性
化
が
進
み
、
海
面
上
昇

の
影
響
も
あ
っ
て
、
大
部
分
の
サ
ン
ゴ
礁
が
消
失

す
る
と
の
結
果
が
出
た
。  

 
  

 

サ
ン
ゴ
礁
は
海
の
生
物
の
生
息
場
所
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
漁
業
や
観
光
資
源
と
し
て
人
間
に
と

っ
て
も
重
要
だ
。
沿
岸
の
サ
ン
ゴ
礁
に
は
、
高
潮

や
暴
風
雨
の
被
害
を
小
さ
く
す
る
機
能
も
あ
る
。 

  

だ
が
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
に
よ
る
と
、
サ
ン
ゴ
礁
は
温
暖
化
の
影

響
を
非
常
に
受
け
や
す
い
。
最
新
の
第
４
次
報
告

書
で
は
、
温
暖
化
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
の
「
白
化
」

が
拡
大
し
、
気
温
が
現
在
よ
り
３
度
程
度
高
く
な

る
と
、
広
い
範
囲
で
サ
ン
ゴ
が
死
滅
す
る
と
さ
れ

た
。
海
水
の
酸
性
化
に
つ
い
て
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、
産

業
革
命
前
後
か
ら
現
在
ま
で
に
海
の
酸
性
度
を
示

す
水
素
イ
オ
ン
指
数
（
ｐ
Ｈ
）
が
０
・
１
ポ
イ
ン

ト
高
く
な
り
、
今
世
紀
末
ま
で
に
さ
ら
に
最
大
で

０
・
３
５
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
る
と
予
測
し
た
。
だ

健全なサンゴ礁（上）と白化

が深刻なサンゴ礁＝グアム島

（米海洋大気局提供） 

【
用
語
解
説
】
海
水
の
酸
性
化  

 

大
気
中
か
ら
海
水
中
に
溶
け
込
む
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
量
が
増
え
る
と
、
海
水
中
の
水
素
イ

オ
ン
の
量
が
増
え
、
海
水
の
ア
ル
カ
リ
度
が
低
下
す

る
。
現
在
の
海
水
は
弱
い
ア
ル
カ
リ
性
で
、
産
業
革

命
前
に
は
水
素
イ
オ
ン
指
数
（
ｐ
Ｈ
）
は
８
・
２
程

度
だ
っ
た
が
、
現
在
は
８
・
１
程
度
と
さ
れ
る
。
サ

ン
ゴ
の
骨
格
、
貝
の
殻
、
魚
の
耳
石
な
ど
は
生
物
が

海
水
中
の
炭
酸
イ
オ
ン
を
利
用
し
て
合
成
し
た
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
で
で
き
て
い
る
が
、
酸
性
化
が
進
む
と
、

海
水
中
に
溶
け
て
い
る
炭
酸
イ
オ
ン
の
濃
度
が
下
が

り
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
合
成
が
困
難
に
な
っ
た
り
、

合
成
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
成
長
が
遅

く
な
っ
た
り
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。  

温
暖
化
か
ら
サ
ン
ゴ
守
れ 

２
０
５
０
年
に
も
死
滅
の
危
機 

 
「
酸
性
化
」
も
打
撃 

骨
格
形
成
で
き
ず 

各
国
の
対
策
急
務 



ま
た
、
福
永
先
生
の
研
究
は
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
脳
へ

の
影
響
や
精
神
疾
患
（
統
合
失
調
症
、
注
意
欠
陥
多
動
性

障
害
）
な
ど
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
ド
ー
パ
ミ
ン
の
神
経

活
動
の
調
節
に
も
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
Ⅱ
が
関
与

し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。 

    

カ
ル
シ
ウ
ム
は
記
憶
力
を
高
め
、
集
中
力
と
落
ち
着
き

を
与
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
う
つ

病
に
な
る
と
神
経
細
胞
の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
が
、
異
常
に

高
く
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
（
口
か
ら
カ
ル
シ

ウ
ム
を
充
分
摂
取
し
て
い
た
ら
、
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃

度
は
正
常
に
た
も
た
れ
て
い
ま
す
が
、
不
足
し
て
く
る
と

骨
か
ら
溶
け
出
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
が
原
因
で
、
体
内
の
カ

ル
シ
ウ
ム
濃
度
が
上
昇
す
る
）
に
よ
る
も
の
で
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
補
給
が
必
要
で
す
。 

 

最
近
で
は
覚
醒
や
食
欲
を
増
進
す
る
物
質
「
オ
レ
キ
シ 

ン
」
の
活
性
と
抑
制
の
両
方
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
濃
度
が 

関
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
の

状
態
は
、
交
感
神
経
を

刺
激
し
て
精
神
の
安
定

を
欠
き
ま
す
。 

 

カ
ル
シ
ウ
ム
を
し
っ

か
り
摂
取
す
る
こ
と

は
、
興
奮
や
緊
張
を
和

ら
げ
、
イ
ラ
イ
ラ
感
を

抑
え
て
、
不
眠
の
改
善

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

松
果
体
で
は
睡
眠
を
促
す
ホ
ル
モ
ン
「
メ
ラ
ト
ニ
ン
」

が
生
成
さ
れ
、
約
１
４
時
間
後
放
出
さ
れ
る
よ
う
に
命
令

を
受
け
ま
す
。
そ
の
分
泌
は
真
夜
中
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま

す
が
、
朝
に
は
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
目
覚
め
る
の
で
す
。

 

太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で
概
日
リ
ズ
ム
が
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
て
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
生
成
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

勤
務
時
間
が
不
規
則
な
仕
事
、
夜
で
も
明
る
い
照
明
下
で

の
仕
事
や
生
活
な
ど
が
、
概
日
リ
ズ
ム
を
狂
わ
せ
て
、
睡

眠
障
害
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。 

  

  

細
胞
内
で
は
微
量
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
重
要
な
働
き
を
し

て
い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
果
た
す

た
め
に
は
、
細
胞
内
で
カ
ル
シ
ウ
ム
と
結
合
し
て
働
い
て

く
れ
る
物
質
が
必
要
で
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
カ

ル
シ
ウ
ム
結
合
蛋
白
質
「
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
」
で
す
。 

 
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
は
細
胞
内
に
お
け
る
酵
素
の
調
節
や

カ
ル
シ
ウ
ム
に
よ
る
細
胞
機
能
の
ほ
と
ん
ど
に
関
与
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
酵
素
に
「
カ
ル
モ

ジ
ュ
リ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

タ
ン
パ
ク
質
は
ア
ミ
ノ
酸
の
配
列
や
電
気
的
な
性
質
、

そ
の
他
の
条
件
に
よ
っ
て
酵
素
や
ホ
ル
モ
ン
に
か
た
ち
を

変
え
て
機
能
し
て
い
ま
す
。
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
キ
ナ
ー
ゼ

は
、
こ
の
性
質
を
変
化
さ
せ
る
物
質
で
す
。 

 

こ
の
カ
ル
モ
ジ
ュ
リ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
の
中
で
も
「
カ
ル
モ

ジ
ュ
リ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
Ⅱ
」
が
、
概
日
リ
ズ
ム
と
体
内
時
計

の
リ
セ
ッ
ト
機
構
に
関
与
す
る
こ
と
を
東
北
大
学
大
学
院

の
福
永
浩
司
先
生
が
発
表
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

体
内
時
計
に
備
わ
っ
て
い
る
一
日
の
周
期
的
な
リ
ズ
ム

を
「
概
日
（
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
）
リ
ズ
ム
」
と
い
い
ま
す
。

「
概
日
リ
ズ
ム
」
は
太
陽
の
光
に
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。

 

太
陽
の
光
は
目
か
ら
入
り
、
脳
の
視
床
下
部
に
届
き
ま

す
。
視
床
下
部
は
、
呼
吸
や
心
拍
数
、
体
温
や
血
圧
、
ホ

ル
モ
ン
の
生
産
な
ど
の
、
体
内
の
重
要
な
機
能
を
担
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
視
床
下
部
の
中
に
あ
る
視
交
叉
上
核
（
し

こ
う
さ
じ
ょ
う
か
く
）
が
体
内
時
計
の
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
い
ま
す
。 

 

視
交
叉
上
核
は
左
右
の
眼
の
網
膜
か
ら
の
び
た
視
神
経

が
、
視
床
下
部
で
交
叉
し
て
い
る
場
所
の
す
ぐ
上
に
あ
る

直
径
わ
ず
か
１
ミ
リ
ほ
ど
の
部
分
で
す
。 

 

朝
、
眼
か
ら
入
っ
て
く
る
、
太
陽
の
強
い
光
を
感
知
す

る
と
、
そ
の
信
号
は
松
果
体
に
送
ら
れ
ま
す
。 

概概
日日
リリ
ズズ
ムム
とと
メメ
ララ
トト
ニニ
ンン  

睡
眠
の
話 

 
 

Ｖ
Ｏ
Ｌ 

４ 

カカ
ルル
シシ
ウウ
ムム
とと
精精
神神
安安
定定  

視床下部 

視交叉上核 
しこうさじょうかく 

（体内時計） 

松果体 

メラトニンの 

合成・分泌 

光 

目 

カカ
ルル
シシ
ウウ
ムム
とと
体体
内内
時時
計計 

が
い
じ
つ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

名
水
の
認
定
名
称
は
「
金
沢
清
水
」
で
す
が
、
岩
手
山

麓
に
湧
き
出
る
７
ヵ
所
の
総
称
を
い
い
、
「
座
頭
清
水
」

と
称
さ
れ
る
、い
く
つ
も
の
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。

 

岩
手
山
の
滝
に
住
む
７
つ
の
頭
を
持
つ
蛇
龍
が
里
を
見

た
く
て
地
中
に
も
ぐ
り
、
頭
を
出
し
た
と
こ
ろ
が
７
つ
の

湧
口
だ
と
い
う
伝
説
や
、
悪
さ
を
す
る
鬼
が
里
人
の
目
潰

し
に
遭
い
、
神
の
お
告
げ
に
よ
り
目
を
洗
い
清
め
た
泉
だ

と
い
う
伝
説
等
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

【
地
元
の
取
り
組
み
】 

岩
手
県
内
水
面
技
術
セ
ン
タ
ー
（
ニ
ジ
マ
ス
、
ヤ
マ
メ
、

ア
ユ
等
の
）
養
殖
、
研
究 

に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と 

か
ら
定
期
的
に
巡
回
及
び 

湧
口
等
の
清
掃
を
行
っ
て 

い
ま
す
。 

金金
沢沢

か
な
ざ
わ

清清
水水

し

み

ず  

岩
手
県
／
八
幡

は
ち
ま
ん

平
市

た

い

し 

松
尾

ま

つ

お

寄
木

よ

り

き 

   

こ
の
地
は
、
も
と
も
と
高
泉
と
書
い
て
「
た
か
し
み
ず
」

と
読
ん
だ
と
い
い
ま
す
。 

 

古
く
か
ら
高
台
に
泉
が
湧
き
、
桂
葉
清
水
・
清
水
権
現

清
水
・
金
剛
院
清
水
・
本
町
裏
清
水
・
小
山
下
清
水
・
新

町
裏
清
水
・
清
水
権
現
下
清
水
の
各
清
水
は
、
高
清
水
の

七
清
水
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

特
に
、
名
称
の
由
来
が
、
湧
水
が
桂
の
大
木
の
傍
で
桂

の
葉
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
つ
い
た
「
桂
葉
清
水
」

は
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
地
元
の
取
り
組
み
】 

 

生
活
用
水
、
お
茶
用
、
酒
造
、 

清
涼
飲
料
水
な
ど
に
利
用
さ
れ 

て
い
て
、
名
水
周
辺
は
定
期 

的
な
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

桂桂
か
つ
ら

葉葉ば

清清
水水

し

み

ず  

宮
城
県
／
栗
原
市 

高
清
水

た

か

し

み

ず 

   

龍
泉
洞
は
総
延
長
１
２
０
０
ｍ
の
石
灰
洞
窟
、
洞
内
で

湧
き
出
た
水
は
数
ヶ
所
に
地
底
湖
を
形
成
し
、
水
深
（
最

大
２
０
０
ｍ
）
日
本
一
、
透
明
度
（
４
１
５
ｍ
）
世
界
一

を
誇
り
ま
す
。 

  

昭
和
１
２
年
、
当
時
「
湧
口
」
調
査
を
行
う
た
め
、
文

部
省
か
ら
派
遣
さ
れ
た
脇
水
鉄
五
郎
博
士
に
よ
り
、
龍
に

は
水
神
、
泉
洞
に
は
泉
の
湧
く
洞
穴
の
意
味
か
ら
「
龍
泉

洞
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

地
底
湖
か
ら
は
絶
滅
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
バ
ス
ネ
ラ

（
む
か
し
え
び
）
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
地
元
の
取
り
組
み
】 

龍
泉
洞
内
は
一
般
公
開
さ
れ 

て
い
ま
す
が
、
洞
内
の
巡
視 

と
清
掃
活
動
を
随
時
行
な
っ 

て
い
ま
す
。 

名水百選

 ００８ 

龍龍
り
ゅ
う

泉泉せ
ん

洞洞ど
う

地地
底底

ち

て

い

湖湖こ

のの
水水  

岩
手
県
／
下
閉
伊
郡

し

も

へ

い

ぐ

ん 

岩

泉

町

い
わ
い
ず
み
ち
ょ
う  

名水百選

 ００６ 

名水百選

 ００７ 

■交通／JR東北新幹線・古川駅からJRバス東北、

高清水下車（約30分）・徒歩10分 

■車／東北自動車道築館IC⇒国道4号線を約5km

南下  

東北自動車道古川 IC⇒国道4号線 

を約11km北上 

■交通 

／JR 北リアス線「宮古駅」＝（1 時間 20 分）

⇒JR岩泉線「岩泉駅」下車＝バス（7分）⇒「龍

泉洞」 

■車 

／東北自動車道盛岡南 IC⇒国道 455 号線岩泉方

面へ2時間 

■交通  

／JR東北新幹線「盛岡駅」下車⇒岩手県北バス八

幡平頂上行／八幡平リゾートホテル行「東八幡平交

通センター」下車⇒徒歩10分 



大
都
市
圏
の
浄
水
場
の
水
か
ら
少
な
く
と
も
２
５
種
類
の
医
薬

品
が
検
出
さ
れ
、
一
部
は
飲
用
水
に
も
残
留
し
て
い
る
こ
と
が
、

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
環
境
省
の
研
究
班
も
、
利
根

川
、
淀
川
で
、
医
薬
品
５
０
〜
６
０
種
類
を
確
認
し
た
。 

研
究
者
ら
は
、
飲
用
水
へ
の
混
入
は
ご
く
微
量
で
、
人
の
健
康

に
直
ち
に
影
響
は
な
い
と
し
な
が
ら
、
生
態
系
へ
の
影
響
を
懸
念

し
て
い
る
。 

国
内
で
飲
用
水
へ
の
医
薬
品
残
留
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
初
め

て
。
厚
労
省
は
さ
ら
に
３
年
か
け
て
、
詳
し
く
調
査
す
る
。  

医
薬
品
は
、人
や
家
畜
か
ら
下
水
を
通
し
て
環
境
中
に
排
泄（
は

い
せ
つ
）
さ
れ
、
医
療
機
関
の
排
水
か
ら
も
流
出
し
て
い
る
。 

厚
労
省
水
道
課
や
国
立
保
健
医
療
科
学
院
な
ど
は
０
６
年
２
月

と
０
７
年
１
月
に
、
関
東
、
関
西
地
方
の
７
浄
水
場
の
水
で
、
約

６
０
種
類
の
医
薬
品
成
分
を
対
象
に
残
留
の
実
態
を
調
べ
た
。 

こ
の
結
果
、
各
浄
水
場
か
ら
、
抗
生
物
質
、
Ｘ
線
造
影
剤
、
抗

ア
レ
ル
ギ
ー
剤
な
ど
、
あ
わ
せ
て
２
５
種
類
が
検
出
さ
れ
た
。 

浄
水
処
理
の
過
程
で
、
残
留
濃
度
は
下
が
っ
た
が
、
３
浄
水
場
で

は
、
抗
高
脂
血
症
剤
、
解
熱
鎮
痛
剤
、
抗
て
ん
か
ん
剤
の
３
種
類
が
、

飲
用
水
に
も
残
留
し
て
い
た
。 

残
留
濃
度
は
６
〜
３
０
ｐ
ｐ
ｔ（
１
ｐ
ｐ
ｔ
は
１
兆
分
の
１
）で
、

単
一
な
ら
、
体
重
５
０
キ
ロ
の
成
人
が
７
０
年
飲
み
続
け
て
も
、
健

康
へ
の
影
響
は
ま
ず
心
配
な
い
値
だ
っ
た
。 

た
だ
、
大
半
が
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
環
境
へ
の
影
響
評
価
を

義
務
付
け
て
い
る
１
０
ｐ
ｐ
ｔ
を
超
え
て
い
た
。  

厚
労
省
は
、
現
時
点
で
は
「
直
ち
に
対
応
が
必
要
な
濃
度
で
は
な

い
」（
水
道
水
質
管
理
室
）
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
国
内
で
流
通
し

て
い
る
医
薬
品
成
分
は
約
２
８
０
０
種
類
あ
り
、
今
後
も
３
年
計
画

で
、
医
薬
品
の
対
象
、
時
期
、
地
域
を
広
げ
て
調
べ
る
。 

国
立
保
健
医
療
科
学
院
の
国
包
（
く
に
か
ね
）
章
一
水
道
工
学
部

長
は
「
人
へ
の
急
性
毒
性
は
心
配
な
い
が
、
長
期
的
影
響
、
生
態
系

へ
の
影
響
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
。 

 

一
方
、
環
境
省
の
研
究
班
（
班
長
、
田
中
宏
明
・
京
大
教
授
）
は

０
５
年
か
ら
０
７
年
１
１
月
ま
で
４
回
調
査
し
、
利
根
川
と
淀
川

の
下
水
処
理
場
の
放
流
水
や
支
流
か
ら
、
胃
腸
薬
、
抗
精
神
病
薬

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
５
４
種
類
と
６
３
種
類
の
医
薬
品
を
検
出
。
最
高

で
２
０
０
０
ｐ
ｐ
ｔ
の
濃
度
だ
っ
た
。 

 

こ
れ
ま
で
に
、
環
境
省
研
究
班
な
ど
の
実
験
か
ら
、
医
薬
品
に

よ
る
環
境
汚
染
で
、
生
物
が
成
長
、
増
殖
を
阻
害
さ
れ
る
危
険
性

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
微
生
物
が
薬
剤
へ
の
抵
抗
力
を
獲
得
す
る

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

米
国
は
９
８
年
、
Ｅ
Ｕ
も
０
６
年
に
新
薬
の
開
発
や
販
売
申
請

で
、
環
境
へ
の
影
響
評
価
も
行
う
こ
と
を
指
針
で
義
務
付
け
て
い

る
。  

 

厚
労
省
も
、
新
薬
開
発
で
環
境
影
響
評
価
が
必
要
か
、
検
討
を

始
め
る
。
環
境
省
は
生
態
系
へ
の
影
響
が
な
い
か
調
べ
る
ほ
か
、

国
交
省
も
河
川
な
ど
で
残
留
の
実
態
を
調
べ
る
。 

す
で
に
環
境
省
の
研
究
班
は
、
オ
ゾ
ン
や
紫
外
線
を
使
い
、
浄

水
場
で
大
半
の
医
薬
品
を
９
割
以
上
、
除
去
、
分
解
で
き
る
技
術

を
開
発
し
て
お
り
、
実
用
化
に
向
け
検
証
中
だ
。 

 
 
 
 
 

【
２
０
０
７
年
１
２
月
２
３
日
朝
日
新
聞
】 

飲
用
水
に
医
薬
品
残
留 

厚
生
労
働
省
、
７
浄
水
場
調
査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
以
前
紹
介
し
た
沖
ノ
鳥
島
で
、
い
よ
い
よ
サ
ン
ゴ
の
移

植
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
同
島
か
ら
採
取
し
た
サ
ン

ゴ
の
卵
を
沖
縄
県
阿
嘉
島
で
人
工
増
殖
さ
せ
た
、
１
０
万

株
の
稚
サ
ン
ゴ
を
海
に
戻
す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

 

東
京
か
ら
１
７
４
０
キ
ロ
離
れ
た
沖
ノ
鳥
島
は
サ
ン
ゴ

礁
で
で
き
た
島
で
、
排
他
的
経
済
水
域
の
基
点
と
な
る
重

要
な
島
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
水
没
し
て
い
ま
す
。 

 

海
面
上
に
残
る
２
つ
の
小
島
は
護
岸
設
置
工
事
が
お
こ

な
わ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
維
持
し
て
い
る
状
態
で
す
。
こ
の

移
植
が
成
功
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
土
保
全
や
水
産
資
源

確
保
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
サ
ン
ゴ
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
、

サ
ン
ゴ
礁
再
生
の
努
力
も
少
し
ず
つ
で
す
が
実
を
結
ん
で

持ち運びに便利な携帯パック。さわやかは１リットルの水に１包を

目安にお使いください。炭酸カルシウムやマグネシウムなどの必須

ミネラルが豊富なお水が、簡単につくれます。 

ご飯やスープのあるお料理、お酒にもご使用いただけます。 

■内容  アルミパック１０袋入り（１袋内容１g×5） 

■成分  サンゴカルシウム99.43％ 

           ビタミンC 0.5％ 銀 0.07％  

携帯用浄水ミネラルパック

「さわやか」 

 

海の恵み、サンゴから生まれたカルシウムパワー 

沖沖
ノノ
鳥鳥
島島
にに
ササ
ンン
ゴゴ
里里
帰帰
りり  

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
わ
か
り
次
第
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

写
真
右
／
沖
ノ
鳥
島
観
測
所
基
盤
を
利
用

し
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
。
奥
に
見
え
る
建
物
は

無
人
の
観
測
施
設
。 

写
真
上
／
上
空
か
ら
見
た
沖
ノ
鳥
島
。 

手
前
の
丸
の
中
に
見
え
る
の
が
北
小
島 

（
東
京
都
小
笠
原
村
沖
ノ
鳥
島
１
番
地
）

左
奥
の
丸
の
中
に
見
え
る
の
が
東
小
島 

（
東
京
都
小
笠
原
村
沖
ノ
鳥
島
２
番
地
）
。

東小島 

東小島 

北小島 

１箱（1ｇ×5包×10袋）       1,680 円（税込み） 

お得な３０袋入り「さわやか３０」  4,725円（税込み） 


